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注）この基準はエコリーフプログラム実施用に作成されたものです｡ 事務局の承諾無く、本内容を他の目的に使用することを禁止致します｡ 

No. 大項目 中項目 小項目 取り決め内容 

1 定義 ＪＩＳ Ａ １４５０（フリーアクセスフロア構成材試験方法）およびフリーアクセス

フロア工業会（フリーアクセスフロア構成材規格）に準拠する、構造床上に設

置する単位床を組み合わせた床で電力用配線、通信用配線、機器などの

収納を容易にできる機能を持つ床体で、産業用商品として使用。 

 

 

2 

対象製品 

対象範囲 フリーアクセスフロア製品としての機能を満たすために必須である以下の要

素からなる単位床であり、標準フラットタイプ１ｍ2当たりの環境負荷を計上す

る。 

①パネル要素  ②支柱要素  ③緩衝材  ④シート  ⑤接着剤 

 

以上の考え方による環境負荷情報を代表値として位置づけ、様々な構成部

材要素からなる同一シリーズのフリーアクセスフロア製品をひとつのエコリー

フで公開する。 但し同一シリーズであっても耐荷重性能毎に独立のエコリ

ーフとして取り扱う。 

 

 

 

3 

前提条件 

対象LCA 

範囲 

ライフサイクル

ステージ及び

システム境界 

1 ライフサイクルステージ 

  素材製造、製品製造、物流、使用、廃棄・リサイクルの全ステージ。 

 

2 システム境界 

上記第２項（製品範囲）で規定した物品のみを対象とする。 

 

 

 

4 収集対象 

データ 

 

（製品データ

シート 

記載内容） 

製品情報 

（製品そのも

のの構成要素

情報） 

製品材料 

または 

原料構成 

1 部品等A扱いの部材 

フリーアクセスフロアの製品機能を満たすために必須である「パネ

ル要素」を部品等Ａとする。 

  加工負荷は実負荷計上とする。 

 

2 材料分類名 

  ①再生プラスチック：材質別 

  ②プラスチック：材質別 

  ③金属：材質別 

  ④コンクリート及びレジンコンクリート 

  ⑤その他 （必要に応じて具体的名称を記載しても可） 

  

3 リサイクルの取り扱い 

（１）オープンリサイクル/リユースを含む場合は、ライフサイクル全体の

環境負荷を以下の2区分で計上する。 

①当該製品に直接関わる環境負荷を｢直接影響分｣として計上。 

（付表１参照） 

②オープンリサイクル・リユースによって他製品へ影響する環境負荷を 

  ｢間接影響分｣として計上。（付表２参照） 

  なお、一廃プラスチック焼却の比率は96.7％とし、残りは埋立処理さ

れるものとする。（平成１４年度版統計年鑑による） 

 

（２）間接影響分の環境負荷量は、直接影響分と区別して当該製品の素材

製造ステージに｢リサイクル効果｣として計上する。 
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No. 大項目 中項目 小項目 取り決め内容 

5 製造ステージ

情報 

（製造サイトの

活動について

の情報） 

投入・排出 

物質および 

消費エネルギ

ー 

1 本PSC対象製品の製造サイトに投入され消費/排出される物質、 

 エネルギーと工程間の輸送負荷のうちで標準として必ず計上するも

のを規定する。 

 

 (1) 投入物質及びエネルギー 

① 電力 

② 燃料：種類別 

③ 水：種類別 

    

 

 (2) 排出物質 

① 大気圏排出物：ＮＯｘ，ＳＯｘ 

② 水質圏排出物：河川等公共水域へ排出されるＢＯＤ又はＣＯＤ，

ＳＳ，ＴＮ，ＴＰおよび公共用下水道への排出量。 

③ 陸圏排出物：製品生産量の｢0.1％以上｣の排出物。排出量は、資

源投入量と製品重量との差異を考慮し計上する。廃棄方法は、

申請各社が申請時点で実施している代表的廃棄方法に基づき

設定する。 

 

   

 (3) 製造工程間輸送負荷 

製造工程間および製造サイト間輸送のうち、対象部材が 

部品等A扱いである場合の製造サイト間物流負荷は計上する。 

また海外輸送が含まれている場合は、輸送距離、手段、積載効率 

すべてを各社の実績に基づいて計上する。 

 

 

2 副産物・副資材 

計上しない。 

 

 

3 歩留まり 

   各社の実績に基づいて計上する。 

    

 

 

 

6 

 

物流ステージ

情報 

製品の 

輸送条件 

完成品の輸送条件は下記の通りとする。 

 

1 国内輸送部分の手段と標準距離・積載率 

  輸送距離を500km、輸送手段を10ｔトラックと規定し、積載効率は各社実

績に基づいて計上する。 

但し、手段と積載功率は各社実績によっても良い。 

 

 

2 海外輸送部分の手段と標準距離・積載率 

  海外製造サイトから消費国（日本）への国内・国境間輸送手段、距離、及

び積載率については各社の実績に基づいて決定する。 

 

 

3 物流用 中間梱包資材の取り扱い 

使用している場合は実績計上する。 

なおダンボールのリサイクル率データは、日本ダンボール工業会が整理・

公表している値を業界基準値として採用する。 

なお、同公表値は年々更新されるため、本ＰＳＣではエコリーフ発行時点

の最新版を採用するものとする。（２００1年度実績では97.1％） 
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No. 大項目 中項目 小項目 取り決め内容 

7 使用ステージ

情報 

製品の使用

条件 

1 製品の使用条件 

据付工事に使用する接着剤については、施工指示書で規定している 

標準使用量を計上する。 

 

 

2 消耗品と交換部品の取扱い 

使用段階での消耗品及び交換部品は無い。 

 

 

3 梱包材の取扱い 

  使用ステージで取り扱う梱包剤は無い。 

 

8 廃棄・リサイク

ルステージ情

報 

製品の廃棄・

リサイクル条

件 

 

１．取扱いの前提 

   建設廃材として以下の取り扱いとする。 

（１）プラスチック部分 

平成１２年５月３１日法律第１０４号｢建設工事に係わる資材の再資源化

等に関する法律｣に従い処理する。 

詳細は付図１，２を参照 

 

(2)鉄・アルミニウム部分 

主に素材再生されるものとし、下記のシナリオで計上する。 

 

建設廃材からの金属素材回収率 

 鉄  ：100%＊１ 

 アルミニウム ： 80%＊２  

 
＊１： 日本鉄鋼連盟への聞き取り結果 

＊２： クリーンジャパンセンターH１１．３報告書 

 「非鉄金属素材における循環型経済システムのあり方に関する 

 調査研究」P102, 106 より 

 

再生負荷 

リサイクル行為に伴なう発生負荷はエコリーフ共通原単位を用いて 

計上する。 

  鉄 ： No. 138 「冷延鋼版へ再生」 

  アルミニウム : No. 140 「Al 板へ再生」 

 

輸送負荷 

 10 トンダンプ車で 40ｋｍ、積載効率 100%として算定する。 

 

 

 

２． オープンリサイクル/リユースを含む場合は次の項目に注意して各社で

妥当と判断されるシナリオを設定して計上できる。なお設定根拠の妥当

性は検証の対象となる。 

① 「間接影響」範囲とする工程 

② 「間接影響」範囲内の控除・負荷 
 

 

9 製品環境情

報開示シート

(PEIDS) 

共通事項及び 

インベントリ分析 

LCI 計算式 再生資材を用いる場合は、 

① 再生資材の回収輸送から製造サイト投入（含まず）に至るまでの

環境負荷を前処理と再生に分離して計上する（付図１参照）。 

② 再生資材を用いる場合は廃棄による環境負荷分は「リサイクル効

果」として計上する。 
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No. 大項目 中項目 小項目 取り決め内容 

10 インパクト評価 カテゴリの 

追加と削除 

酸性化を追加 

 

11 データ加工 アロケーション 対象製品の製造工程データ 

工程毎のデータを把握することが基本である。 

配分をする場合には各工程のデータを重量あるいは経済価値等で対

象製品当たりに配分し、その根拠を明確にする。 

 

 

12 収集範囲 代表性に配慮してデータ収集範囲を規定する 

１． 場所 (国内、国外、代表工場、…) 

  データ実測地となるサイト（事業所，工場）とする。直接、製品製造にかかわる

範囲を対象とし、事務部門・研究部門などは対象としなくてもよい。同一製品で

製造サイトが複数にわたる場合は、代表工場のデータを採用してもよい。 

 

 

２． 期間 (年、季節、月、…) 

   季節変動が生じるデータは｢年間平均値｣を採用する。 

 

 

３． 例外規定 

  新製品の場合、計画数値に基づく記録でも可とするが、平常時の実績データ 

が揃い次第置換する。 

 

 

13 

内訳データシ

ート 

>製品データ

シート関連 

 

データ収集 

カットオフル

ール 

下記の条件に当てはまるものはカットオフする。 

 

・ 製品重量に対して１％未満の組成物質。 

・ 製造ステージから排出される製品重量の0.1％未満の廃棄物。 

 

 

14 共通原単位

の選定 

（部材名称 → 適用するエコリーフ共通原単位No.および名称） 

 

｢エコリーフ用ＬＣＩ共通原単位リスト｣を用いる。 

  

ネ ジ → 電気メッキ鋼板（２） 

シート → LDPE （27） 

接着剤 → 硬質ウレタンフォーム （42） 

 

15 原単位の追

加 

標準設定の「エコリーフ共通原単位」では対応できない部材がある場合に

PSC単位で使用する原単位「PSC原単位」を準備して本項で規定できる。

 

再生資材を用いる場合は、｢エコリーフ用ＬＣＩ共通原単位リスト｣と共通のバ

ックグラウンドデータを作成する。（付表参照） 

 

 

16 

内訳データシ

ート 

>PEIDS 関連 

データベース 

特性化係数

の追加 

 

「共通特性化係数リスト」に定めたインベントリ項目のみでは各環境負荷項

目に適用する特性化係数が特定できない場合にPSC単位で使用する「PSC

特性化係数」を準備して本項で規定できる。 

 

なし。 
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No. 大項目 中項目 小項目 取り決め内容 

17 C セクション 「製品仕様」 

項目の規定 

１．製品寸法 

２．製品重量 

３．耐荷重 

４．材質 

主な材質を記載する。 なお再生材を用いる場合は回収方法も明記す

る。 

 

 

 

18 E セクション 記載内容の 

規定 
１ 選択記載項目 

必須項目として実施ガイドライン３．２項で規定されている、｢温暖化負荷｣

｢酸性化負荷｣｢エネルギー消費量｣を記載することとし、選択項目の７項

目（ガイドライン）は記載自由とする。 

 

 

２ 注記 

PSC 共通として記載する注釈文を規定する。 

（例： 公開データに含まない消耗品） 

 

 

３ 表現方法 

各項目の表現方法を規定する。 

（１） ステージ毎の温暖化負荷（ＣＯ２換算）を棒グラフで表現する。 

（２） オープンリサイクル/リユースを含む場合は 

   ・ ステージ毎のリサイクル効果」は実際に発生した負荷とは統合 

     せず独立して、また点線で表示する。 

   ・ リサイクル効果の内訳は欄外等に記載する。 

 

 

19 

製品環境情

報 

（ＰＥＡＤ） 

その他環境関

連情報 

（選択記載事

項） 

記載内容の 

規定 

LCA に基づく情報ではないが、当該製品の環境特性に関わる情報を記載

できる。 但し対象とする情報は第３者による事実確認が可能な情報に限ら

れ、具体的には以下の情報が該当する。 

 

ａ) タイプⅠおよび／またはタイプⅢの環境ラベル 

ｂ) ISO14001認証の取得 

ｃ) 国または工業会等の認証・認定・表彰 

 

 

また、該当部位と対象物質名を明記する前提で、有害物質や環境配慮

型素材の使用情報を記載することもできる。 
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付図１ 
再生資材を用いる場合の共通のバックグラウンドデータ

　１．容器包装リサイクル法に基づいて回収された再生ＰＥＴ

　２．その他再生プラスチック

注：その他の再生資材を使用する場合、その都度シナリオ並びにバックグランドデータを設定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊出典：プラスチック廃棄物の処理・処分に関するLCA調査研究報告書
　　　　　　（社団法人　　プラスチック処理促進協会　　2001年3月）
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イ

ト

輸送

各社実測
（製造サイトデータとして計上）

電力：0.15Kwh/kg 投入素材＝再生ﾌﾚｰｸ×
1.139  電力：0.374kwh/投入
kg
水   ：4.39kg/投入kg
産廃焼却：0.122kg/投入kg
（付図２参照）
下水：4.39kg/投入kg

４ｔトラック
200km
積載率100wt％

電力：0.089Kwh/kg

２ｔトラック
23.6km
積載率5.5wt％

プ

ラ

選

別

共通原単位リスト
の№132による

共通原単位リスト
の№141による

輸送＊輸送＊

ペ
レ

ッ
ト

化 各社実測

（製造サイトデータとして計上）

輸送

各社実測
（製造サイトデータとして計上）

２ｔトラック
23.6km
積載率50wt％

輸送＊

４ｔトラック
200km
積載率100wt％

投入素材 再生ﾌﾚｰｸ

前処理 再生

前処理 再生
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2003.6.10

一廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ焼却・灰埋立てﾌﾛｰ図

投入1000Kgあたりのﾃﾞｰﾀ

23.6km
2ｔﾊﾟｯｶｰ車
50%

9.4km

4tトラック，１００％

　　

プラ処理協118ページ

0.06

塩酸
エコリーフ＃１９

水
エコリーフ＃１２５

2800

21.3

排水
エコリーフ＃１４６

ﾌﾟﾗ処理協85ﾍﾟｰｼﾞ

LSC

電力
エコリーフ＃９９

焼却ﾌﾟﾛｾｽ

0.015

2800

灰

ﾌﾟﾗ処理協85ﾍﾟｰｼﾞプラ処理協111ページ 32.138

苛性ソーダ
エコリーフ＃２４

回収ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

　
集積ﾌﾟﾛｾｽ

軽油

11.1

消石灰
エコリーフ＃２５

廃プラ（96.7%)

一廃埋立
エコリーフLCI共通原単位

＃１３６

廃プラ（3.3%)

一廃埋立
エコリーフLCI共通原単位

＃１３６

大気への放出

ＣＯ２  ：　2946.559
(803.607*44/12)

ＮＯｘ  ：　1.668

ＳＯｘ  ：　0.008

付図２ 


